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い と きは 入 力 が 小 さ くな る の で、 出 力 が 減 少 す る 。 ま た 、

面 接 の 増 大 は 接 合 容 量 増 大 に 伴 う効 率 低 下 を 招 くの で 、

出 力 が 減 少 す る 。 よ つ て 、 出 力 を 最 大 に す る    接

合 直 径 doが 存 在 し、 ダ イォ ー ドと放 熱 体 の 温 度 差 が 250(0)

の と き、 そ の 理 論 値 a。 =■ 60(μ )と な る 。 こ=■ 50(μ )を有す る

ダイオ ー ドで、 Xバ ン ドに か い て 出 力 ■85(W)を 得 た 。

理 論  本 報 告 で使 用す る

記号 そヒ Tab■e■ K:示 す 。

バ ン テ ス ル ー型 ・ p― n― n・シ

リコ ン ダ イ オ ー ドを マ ウ ン

トした モ デ ル を 図 ■に示 魂

図 ■の① ② ③ は そ れ ぞ れ n+

の 側 表 面 、 底 面 及 び メ サ部

を示 す 。 nIを 流 れ る 高 周波

電 流 は 表 皮 効 果 の た め n+

表 面近 傍 に 限 られ る 。 表 皮

厚 み に よ る残 留抵 抗 を考 慮

した ダ イ オ ー ドの 等 価 回 路

は第 2図 の よ うに表 わ され、
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さ らに簡 単 化 す る と第 3図 の よ うに な る。 こ

こで、 n十 各 部 の 残 留 抵 抗 と電 気 容 量 の表示

式は Tab■e2に 示 され 、数 値 例 は D=400(μ ),

こ=■ 50(μ ),W=4(μ ),Wl=25(μ ),

9‐ 5X■ 0~3(Ω ..2),f=■ ■(GHz)の 場合である。

ここで、 Caく C4っ Rl+R2)R`,R3,R4,で あるか ら、

R8■Rl+R2が 成立 し、次式が成立す る。

G s:R s crf csr (1)

上式 で、 Rsの こに対す る依存 性は 、 c%の こに

対する依存性 に較 べ て 非 常 に 小 さ い の で、 Gsは

こう
に比例 す る 。

一 方 、 接 合 部 の温度 上昇 △Tを ある一 定 値 に

選ん だ と きダ イオ ー ドヘ の入 力 は 放 熱 体 の拡

が 夕熱抵 抗 に よつ て決 ま る とす れ ば、 小 信 号

負性 コンダ タ タ ン・は 次式 の よ うに な る 。
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ところで、 負荷 に消費され る出力 Polltは、 active領 域で発生す る出 力+IGlv2〔 但し、

V3交 流振 巾 ,G=IG司 (■―
轟

)礫 甲 り か ら蒟 域 で 消03大信号負性 コンダクタス
,

費され る出力+GsV2を 差 し引いた ものであるか ら

出力最大にす る最適接合直径 doは

こ0={(L6/Z2)(9mンな。)(2,ハ、)(Rsω
2(ゞ

)-1△ T}%   (3)

で与え られ る。(3)式 よりこ。は△Tの %乗 に比例 し、

△T=250(3)の とき、 こ0-■ 60(μ )が 得られる。こ。と ミ
△Tの 計算結果は第 5図 に実線 として示され る。 こ ■

の計算に用いた例は、 Rs=Q7(Ω ),f=■■(GHz),C。= 墳
27x.。

8(7Fル2),Om。
/」 0=25× ■0~2(v― ■

),σ=4(W/ 理
Ⅲ00),Vb=80(V)の 場 合で ある 。

実 験 結 果 及 び 考 察  エ ッチ ング に よ リダ イ オ ー

ドの 接 合 面 積 を 変 え て、 all定 して 得 られ た 出 力 の

接 合 面 積 依 存 性 を 図 4に 示 す 。同 図か ら、 △V,す

な わ ち、 ダ イ ォ ー ドの 動 作 温 度 が 一 定 の と きは 出

力最 大 値 を とる最 適 接 合 面積 が 存在 す る こ とか わ

か る。 こ こ で、 パ ンチ ス ル ー型 ・ Xバ ン ド用 シ リ

コ ン インパ ツ トダ イォ ー ドに ぉ い て は 、 実 験 的 に

△Vと △Tの 間 に 次 の 関係 式 が 成 立 す る 。

Ar-bx10- 3 tw7111 (C) 14)

Gm=(Gmo/」o)(2 σttb)△ Td 0)

上式 を用 い て、 第 4図 の 出 力 最大 を示 す 接 合 直 径

と動 作温 度 と の関 係 を プ ロ ツ トした の が 第 5図 で、

寒験 値 は理:論 と同 じ傾 向 を示 し、 定 量 的 に も、

■ 0(%)の 誤 差 で 一 致 して い る こ とが わ か る。 さ

らに、 同 図 か ら△Tが 250(℃ )の と きの 最 適 接 合 直

径 は ■50(μ )で あ るの で、 そ の 直径 を有 す る よ う

に作 られ た ダ イ ォ ー ドの 出力特 性 を第 6図 に示 魂

予 演1通 り、 出 力飽 和 の お こ る入 力 で ■.85(W)の 高

出力 を得 た 。

結 論  パ ン テ ス ル ー型 シ リコンイ ンパ ツ トダ イ オ ー

ドで は、 入力及び接合 容 量 の接 合 直 径 に 対 す る依 存 性 か

ら、 最 適 接 合 直 径 が 存 在 し、△T=250(c)に 選 べ ば 理 論

値 a=■ 60(μ ¢)、 実 験 値 こ0=■ 5o(μ φ)と な りほ ぼ 一 致 し

た 。 ま た 、 こ〓■50(μ φ)を 有 す るダ イォ ー ドを 用 い て X

=バ ィ ドで出 力 ■85(W)を 得 。残 留抵抗 を さ らに,減

少 させれば 、 さ らに大 出力を期待 しうる。

謝辞 本 研究 を遂行 す るにあた り、御 助言 及び御激励

を載 いた植 之 原、 内田両 工博 に深 く感謝 します。

持合面積 tX104。 m2)

Fに4出力の船 面積教与住

|(:)(3)

温 度上耳 (Oc)

Fi9 5最壼♯合直後と動イヤ湿度の力術

:

1z+ooc

今             ヽ
△T=90~C)

（ミ
）
準
り
聖
〓
口
喘

０

　

　

　

　

　

５

‥

　

　

　

　

　

０

（３
）
ミ
　
〓

0       :0      20

入  力 (W}

Fig6 出力特性 の1例

-52-


